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第 23 回雲南懇話会資料                           2012 年 12 月 15 日 

 

ラダック チベット密教の地を訪問して 

ゴンパと祭り 

インドヒマラヤ／ザンスカールの未踏峰紹介 

 

AACK  芝田 正樹 

 

1. 遠征概要 

（１） 期間：2012 年 6 月 27 日～8 月 2 日 

（２） 名称：2012 Kyoto Zanskar Expedition 

（３） 目的：ザンスカールの未知の谷、テマサ谷・ゴンペ谷・ハプタル谷の踏査による未踏峰の同定 

（４） 隊員：阪本公一（L）、岡部光彦、勝又俊博、芝田正樹の 4 名（平均年齢 68 歳） 

（５） 現地サポート：ガイド 1 名、キッチンスタッフ 3 名、馬方 2 名、馬 10 頭 

 

2. 日程概要 

 6/27-28  日本 ⇒ 北京 ⇒ デリー ⇒ レー（3500m） 

 6/29     へミスゴンパの祭り見物、ティクセゴンパ見学 

 6/30-7/2  レー ⇒ ラマユル ⇒ サンク ⇒ パダム（3600m）。リキル・アルチ・リゾン・ラマユル・ムル

ベクの各ゴンパ見学 

 7/3-4     ザンラ・トンデ・カルシャ・パダムの各ゴンパ訪問 

 7/5-7/16  テマサ谷踏査 

 7/17-19   ゴンペ谷踏査 

 7/20-25   ハプタル谷踏査 

 7/26-28   パダム ⇒ サンク ⇒ ラマユル ⇒ レー 

 7/29      ダクトックの祭り見物、チャムレ・スピトクの各ゴンパ訪問 

 7/30-8/1   レー ⇒ デリー IMF 訪問、市内観光 

 8/2       デリー ⇒ 北京 ⇒ 羽田 

 

3. 成 果 

 今回の踏査で、6000m 以上の Open Peak 8 座、5730～6070m の Non Open Peak 12 座（以上、全て未

踏峰）の同定ができた。2009 年のレルー谷、2011 年のレナック谷・ギャブル谷を含め、ザンスカールの

未踏峰を日本はもとより、世界に紹介することとなった。 

 

備 考：外国人登山者勧誘のため、インド政府は 2009 年にラダック（主にザンスカール）にある 104 座を

Open Peak と指定し、IMF（Indian Mountaineering Foundation）独自で登山許可（申請後約 2 週間で

許可を発行）を出し、Tourist Visa での登山が可能になった。しかし 104 座以外（6000m 未満も）は Non 

Open Peak とされ、登山には IMF を通じて政府の許可が必要（2、3 ヶ月掛かる）。許可を基にインド大使

館で X-Mountaineering Visa 取得。かつ登山には Liaison Officer 1 名の同行が義務付けられている。 
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4. ラダックのロケーション 

 

＜ラダック全図＞ 人口 約 300,000 人 
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＜雲南懇話会 資料＞ 

Zanskar の山と花 

 

テマサ谷 カングラ氷河 T3 (5935m)          テマサ谷 コロムシャ氷河 T13(6436m) 

 

ハプタル谷 T20(左 5730m)と T21(右 5878m)                        ゴンぺ谷 T16 (6431m) 

 

テマサ谷 恐怖の徒渉             テマサ谷 ブルーポピー 
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＜雲南懇話会 資料＞ 

ラダック チベット密教の寺院とお祭り 

 

リゾン・ゴンパ                バルダン・ゴンパ 

 

へミス・ゴンパのお祭り           ダクトック・ゴンペのお祭り 

 

ウバラク村の子供たち    ザンラ チョモ（尼寺）13 才の少女の出家・剃髪 
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5. ラダックの歴史・現状、その他 

①歴史  国家・政情 仏教・社会情勢 

7 世紀 中央集権国家が発生。初代王ソンツェン

ガンポが中国とネパールから妻を娶り、

仏教を取り入れる。 

それまではボン教であった。 インドで仏

教の中に「大日如来」という宇宙の絶対真

理を教える密教ができラダックに伝わる。 

8 世紀 チベットの土蕃王国が占領。チベット系

民族が移住。 

チベットから流入した仏教が盛んになる。 

9 世紀  チベット、ランダルマ王によって徹底的に破

仏⇒ラサの高僧が東西に逃避しラダックに。 

10 世紀 ラチェン王国誕生（首都シェイ）。 リンポチェ・サンポがアルチ・ゴンパ創設 

11 世紀  ローツァワが密教経典と論部を翻訳し、108

の寺を建立。 

16 世紀 ナムギャル王国勃興（首都レー）。トルコ民

族やイスラム軍が来襲。 

センゲーナムギャル王が尊仏、へミス寺やレ

ー王宮を建立。 

17 世紀 西チベットに侵攻、グゲ王国を滅ぼす。ダ

ライ・ラマ王国と紛争し負ける。 

チベット本国でダライ・ラマ 5 世を中心にゲ

ルク派が勢力を拡大。ラダックにも波及。 

19 世紀 1830年 中国・インドの国境紛争、1842年 

インド領（ジャンムー・カシミール王国）

に併合される（1846年～1947年）。 

 

20 世紀 1974 年 外国人入域禁止が解かれる。 

1989 年 レーでイスラム教徒と仏教徒が

衝突。警官 4 名射殺。 

1959 年 3 月 チベット民族蜂起。ダライ・

ラマ 14 世 インドに亡命。 

21 世紀 1999 年 パキスタン軍が管理国境を越え

てカルギルに侵攻、インド軍と衝突。現

在もインドはパキスタンや中国との国境

守備のため、ラダックに数万人の軍隊を

展開している。 

2008 年 中国政府のチベット民族への圧

政が強化され、ヒマラヤ越えの亡命ルート

が閉ざされる。2009 年以降、チベット僧

の自殺者は 50 名を越える。 

②  密教の伝播 

 8 世紀に中国に伝播し、日本には 9 世紀初に唐から弘法大師空海が持ち帰った。今でも真言密教と 

して高野山金剛峯寺・京都東寺・四国善通寺・成田山新勝寺・高尾山・川崎大師などがある。 

 ③  一妻多夫 

 ・1941 年にインド政府は「一妻多夫」を禁ずる法律を出し、違反は「3 年間の懲役または 500Rp の罰金」 

となっているが、実際にはこの風習が残っている。 

 ・ザンスカールのサニ村で民家を訪問。40 代の主婦（ガイドの姉）から、3 人の子供とふたりの夫を紹介 

された。ふたりの夫はその家の長男と二男。長男が嫁をもらうと、嫁はその家の次男・三男…と全ての 

兄弟の嫁になる。息子がいない場合は、娘が家を継ぎ、彼女は自分の選んだ男性と結婚し、いつでも自 

分の意思で離婚できる。 

  ・理由はラダックが乾燥地帯で田畑が少なく、人口増の抑制が必要であったこと。兄弟が夫々嫁をもらう 

と、必然と子供が増える。結果、嫁に行けない女性が出てくるので、子供の頃から黒い服を着せて「仏 

様に嫁に行く身」と育てられ、尼寺に行く事になる。 
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6. チベット難民について 

  ・1959 年 3 月 10 日、ラサの僧侶や市民らが中国政府の抑圧的な統治に対する抗議デモを始め、治安部

隊と衝突。3 月 17 日、ダライ・ラマ 14 世がラサを脱出。 

・2008 年 …1959 年以降、約 13 万人のチベット人が中国から脱出。うち、約 17,000 人の子供がインド 

国内にあるチベット子供村（TCV）で生活をしている。 

ヒマラヤを越えてネパールに亡命したチベット人は年間 2、3 千人に達したが、2008 年から中国政府の 

国境管理が厳しくなり、かつネパールも政変により、それまでの亡命幇助から拒否の政策に変更した 

ため、ヒマラヤ越えの亡命は激減した（朝日新聞 2012 年 9 月 30 日）。 

 ・現在も中国政府の抑圧的な統治に対するチベット族の反発・抗議は続いている。2009 年以降で 

チベット族の仏教僧の焼身自殺は 69 人となった（うち 54 人が死亡。朝日新聞 2012 年 11 月 8 日）。 

  ・「チベット教育サポート基金」では、TCV の子供たちの里親を募っている（￥4,000／月、上級学校 

  ￥5,000／月）。 

 

7. まとめ 

「峠を越えて」と言う意味のラダックの地は、5、6000m の山脈に囲まれ隔離されたため、チベット密教 

が純粋に残った。人々は敬虔なチベット仏教徒で精神的にも、社会的にも、経済的にも相互に依存し合う 

共同体の一員であった。 

しかし、1974 年に外国人に開放され、一挙に近代化、グローバリゼーション化が進み、生活が急変した。 

共存していたイスラム教信者との間にも疑心暗鬼が生まれ、1989 年にはレーの街で衝突が起きた。 

 しかるに、近年になりラダックの人々は、生命それ自体への感謝の心を取り戻し、GNP より Gross 

National Happiness（GNH）を重んじ、ラダックの自然・文化の重要性を認識し、ラダック人としての 

アイデンティティーを回復しつつあると言われる。これはラダックの多くがチベット仏教徒で、「輪廻」を 

信じ、万物を敬愛する心があるからではないかと思う。 

日本での物資豊かな生活にはない、ラダック人独特の人生観を実感できた 1 ヵ月の山旅であった。 

 

8.  参考文献・資料  

① 阪本公一氏 公式報告書 http://www.aack.or.jp/kaiinnope-ji/2012AUGsakamoto/Zanskar.html 

② 岡部光彦氏「ひぐらし遊行記」 http://www.geocities.jp/mtsemi/newpage4.htm#2012.6.27~8.2 

③ 地球の歩き方「ラダック ザンスカール トラベルガイド」 山本高樹著 ダイアモンド社 

④ ラダック密教の旅 滝雄一・佐藤健著 佼成出版社 

⑤ ラダック 懐かしい未来 ヘレナ・ノーバーク・ホッジ著 山と渓谷社 

⑥ ダライ・ラマ仏教入門 ダライ・ラマ 14 世著 光文社 

⑦ ダライ・ラマに恋して たかのてるこ 幻冬舎 

⑧ ウルトラガイド「西チベット」 高木辛哉 旅行人 

⑨ ヒマラヤを越える子供たち ブルメンクローン著 堀込・ゲッテ由子訳 小学館 

以上  

http://www.aack.or.jp/kaiinnope-ji/2012AUGsakamoto/Zanskar.html
http://www.geocities.jp/mtsemi/newpage4.htm#2012.6.27~8.2

